
 
  

 

表面データに基づく の注文
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デジタル口腔内スキャンの撮影

口腔内スキャナーを用いて下顎全体のスキャン、上顎全体のスキャン、さらに可能で

あれば両側のバイトフォーク 治療位置 を含む頬側咬合のスキャンを作製してください

。

注記：スキャナーソフトウェアが咬合を正確に把握できるよう、バイトフォーク上

の印象材が頬側の歯の表面を覆わないようにしてください。必要に応じて障害に

なる、または過剰な印象材を除去してください。


